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  運動会のスローガンが決まりました。 

今年度は４年生吉川愛実さんが考えてくれた， 

「一人じゃない 仲間を信じて 優勝だ」 

です。それぞれが考えたスローガンを企画委員会で話 

し合い決定しました。「優勝を勝ち取る」という強い気持 

ちが伝わってきました。そして，「チームワーク」の大切 

さを訴えているすばらしいスローガンです。全員が全力で，最後まであきらめずにがんばってほしいと

願っています。 

赤・白に分かれての応援合戦の練習も白熱しています。今年度の応援団長は赤組川又千世さん，白組

大和田歩夢さんです。朝の読書活動の前，業間休み等にそれぞれの応援団が自主的に練習をし，全校児

童が集まった時は，応援団長がリードして，応援のやり方を自分たちで教え合っていました。６年生は

学校のリーダーとして成長したな…と感じました。運動会当日が，楽しみです。おじいちゃん，おばあち

ゃん，ご近所さん，お誘い合わせの上，みなさんでお越しください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ奉仕活動へのご参加，ありがとうご

ざいました。 

５月 21 日に行われたＰＴＡ奉仕作業では，た

くさんのお父さん，お母さんに来ていただき，学

校がすっかりきれいになりました。おかげさま

で，気持ちの良い運動会ができそうです。通学路

の草刈りもしてい 

ただき，これもま 

た，ありがとうご 

ざいました。 

下大野の子どもたちの活躍    

・みんなに進めたい一冊の本推進事業 

 ５０冊達成者（平成27年度分） 

５年 桧山 菜々美   

    中村 公洋 

・第３回KITAKAMIさくらＣＵＰ（新体操） 

   総合第３位 

   リボンの部優勝 

   ５年 髙橋 梨乃 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今度は，子どもたちが，思いやりの気持ちを届けます。 

－  熊 本 地 震 災 害 義 援 金  － 

 

 

 

 

 

ＰＴＡ総会での募金 

４月23日（土）に行われたＰＴＡ総会の折にご協力いただきました「熊本地震災害義援金」ですが，合計金

額が 14,926円となりました。この義援金につきましては，水戸市ホームページを参考に，日本赤十字社茨城県

支部を通して寄付させていただきました。ご協力ありがとうございました。 

常澄中学校区での募金活動の呼びかけ 

 先日常澄中学校の生徒会の皆さんが見え，熊

本大地震の災害義援金を中学校区で集めたいの

で協力してほしいとのお話がありました。本校

児童会企画委員長の髙橋杏さんがその意をしっ

かりと受け，本校でも企画委員会の呼びかけで

５月 23 日から 27 日まで募金活動をすることに

なりました。大変な時はお互いさま。助け合う気

持ちや人を思いやる気持ちが，募金活動を通じ

て育ってくれるといいと思います。募金は，職員

室前でニャンコの貯金箱で集めます。 

みんなの義援金をまっ

てるニャン！ 

暗唱を頑張っています！ 
 言葉のリズムを楽しんだり，美しい日本語のニュアンスに触れたり，また，漢詩や古文の古典的な日本語に触れ

たりする機会をつくりたいと，全校で暗唱の取り組みをしています。人の前で，発表することを恐れずにチャレン

ジしてほしいとの思いも含まれています。担任の先生のところをパスしたら，校長のところに来て暗唱です。意味

は今，詳しく分からなくても，成長して再びその詩に出会えた時，新たな意味をもってその子の心の琴線に触れる

ことがあるといいなとも願っています。 

 ４月は金子みすゞの「ほしとたんぽぽ」でした。５ 

月は宮沢賢治の「アメニモマケズ」の前編です。でき 

たら腰骨を真っすぐ立てて，大きな声でできるといい 

です。多くのチャレンジヤーを楽しみにして待ってい 

ます。ご自宅でも，ぜひ聞いてあげてください。 
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目に見えないものの存

在の確かさ，大切さを教

えてくれている詩です。 

県では小中学生への事業として「みんなに進めたい一冊の本推進事業」に力を入れています。４年生から，年間

50冊以上読むと「教育長賞」，４年生から６年生までの間に300冊以上読むと「県知事賞」です。冊数だけが問題

ではありませんが，本と仲良くなり，想像の翼が広がることは素敵なことです。また，国語の力は，学力の基礎で

す。学校の本，常澄図書館の本，市民センターの本などとも，ぜひ仲良くなってくれるといいです。


